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令和４年度 公開保育開催要綱 

 
 

１ 趣  旨 

三重県・三重県社会福祉協議会が、市町の協力を得て「公開保育」は始まりました。 

公開保育は、保育士同士が専門的知識・技術を習得し相互理解を深める場であり、ま

たそれぞれ個性を持った保育所（園）・認定こども園同士がネットワークを構築し、互い

のノウハウが利用できるシステムづくりをめざし、もって魅力ある保育所（園）・認定こ

ども園づくりを目的として実施するものです。 

 

２ 主  催 

社会福祉法人 三重県社会福祉協議会 

 

３ 開催方法 

（１）開催場所 

対象は保育所（園）、認定こども園（以下「保育所等」という。）とし、本年度は５か所を

指定し実施する。 
 

（２）実施内容 

保育所等の様子を見学することを主とし併せて全体会を開催する。 

ただし、公開保育実施にあたって乳幼児に負担のかからないよう配慮する。 

 

（３）参加 

① 三重県内の保育所に所属する保育士等が参加できる。 

② 参加人数については、開催所（園）の都合（園児数等）により設定する。 

③ 申込が多数あり、開催保育所等において受入の上限を超過した場合は、開催市

町以外の申込者を優先して参加を受け入れる。 

 

（４）参加申込方法 

開催案内とともに送付する参加申込書へ必要事項を記入し、FAX 又は郵送にて県

社協へ申し込む。 

 

４ 開催日程 

詳細が決まり次第、開催案内を保育所等へ送付し、参加申込を県社協にて受付ける。 
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５ 日程のモデル ※今年度につきましては、半日での実施のみとする。 

 
 

（半日実施の場合）               

  ９：００ 受付               

  ９：３０ 公開保育開始（見学）       

 １１：００ 意見交換・質疑応答        

       －挨拶（主催者・所（園）長）   

       －開催所（園）スタッフの紹介   

       －当日の保育内容の説明      

       －意見交換・質疑応答       

 １２：００ 閉会               

 

６ 資 料 等 

（１）公開保育所等において、下記事項の内容をふまえた開催資料を作成する。 

① 日程 

② 開催所（園）の概要と保育目標 

③ 保育指導計画（各クラス別）日案 

④ 給食献立表、月間献立表等 

 

（２）公開保育所等は、作成資料を実施日２週間前までに県社協まで５部送付するもの

とし、当日は参加者分用意する。 

 

７ 報 告 

開催保育所等は、当日の様子を記録したうえ報告書を作成し、公開保育終了後１か月

をめどに、県社協へメールにて提出するものとする。ただし、報告書に関しては次の各

号に留意するものとする。 

・Wordで作成し、全体文字数を 5,000字以内でまとめること。 

 

８ そ の 他 

（１）当日の受付 

今年度については、当日に県社協職員が参加者名簿と領収書（参加費 2,000円）を

持参し、参加者名簿により県社協職員で受付業務を行うものとする。 

 

（２）駐車場係等について 

駐車場係や案内係等は必要があれば、開催保育所等が手配するものとする。 
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【紀州地域】紀北町 

 

ふらここ保育園 

 

 

開催日 令和４年８月２５日(木) 

 

 

 

実 施 報 告 
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開 催 日    令和４年８月２５日（木） 

 

 

開催場所    ふらここ保育園 

        北牟婁郡紀北町東長島２３６０－１ 

 

 

日  程 

 

受付 公開保育 全体会 閉会 

 

 

 

 

開催テーマ 

 

「生きる力を培う」 

 

～自然の中で毎日がわくわくドキドキ楽しい保育～ 

９：15 

公開保育要項 

９：30 11:00 12:00 

:00 
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施 設 概 要 

名  称 ふらここ保育園 

所 在 地 三重県北牟婁郡紀北町東長島２３６０番地の１ 

利用定数 定員３０名 

沿  革 昭和５４年６月２７日 社会福祉法人ふらここ保育園設立認可 

昭和５５年４月１日 ふらここ保育園設置認可・開園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふらここ保育園平面

図 

ふらここひろば 

hanare 
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保 育 目 標 

 

キリスト教主義保育に基づき一人一人を大切にした保育 

土、光、水、風、木の自然を大切にした保育 

命を尊重し、人を愛し、人とのかかわりを大切にした保育 

すべてのことに感謝する心が育つ保育 

 

 

職員及びクラス編成 

園長 1 

副園長 1 

主任保育士 1 

年齢 クラス名 園児数 担任数 帽子の色 

3・4・5 歳児 ばら 11 1 ピンク(3 歳)・黄緑(4 歳)・黄(5 歳) 

2 歳児 ひまわり 4 1 オレンジ 

0・1 歳児 たんぽぽ 6 3 黄（0 歳）・青（1 歳） 

調理員 1 

事務員 1 
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ふらここ保育園公開保育 全大会まとめ 

日   時：令和 4 年 8 月 25 日 

公開保育 9：30～11：00 

まとめ会 11：00～12：00 

場所：ふらここひろば hanare 

 

◇三重県社会福祉協議会事務局次長挨拶 

◇ふらここ保育園園長挨拶 

◇ふらここ保育園副園長説明 

  非認知能力・自己肯定感を高める→生きる力 

  地域への情報発信、遊び込むことが大切 

  地域活動が大切。空き施設の活用―課題 

 

◇感想及び質疑応答 

 ・ゆったりとした時間が流れていた 

 ・子どもたちが落ち着いて先生も穏やか 

 ・周りの自然を上手に取り入れて保育されている。ダイナミックに遊ばせている 

 ・子どもたちは自分のことを自分でしっかりやっている 

 ・その日に子どもがやりたい事をやらせている保育がいい 

 ・家族のようなアットホームな感じでゆったり保育している 

 

Q．異年齢保育にどう子どもたちと関わっているのか。大きい子が先導して危ないこと

をする時の対応はどうか。 

A．ケンカは止めないが見守る。ケガをするような危ないときは方向転換して良い方に

もってゆく。 

大きい子が先導して危険なことをしようとする時には 5 歳児にどうしてやっては

いけないのかきちんと考えさせ知らせていく。朝や帰りのお集まりでその都度繰り

返し知らせる。 
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危なくないように見守りながら経験を積み重ね自己肯定感の強い子に育てる。 

 

 Q．保護者とのコミュニケーションの取り方はどうしていますか。 

A．毎朝夕、丁寧に対面で話をする。会えない時にはおたよりノートで細かく知らせ

るようにし、毎日コミュニケーションを取っている 

 

   Q．子どもが落ち着いてきちんと座っていられるのはなぜか。早番、遅番、土曜保育

はどのようにしているのか。 

   A．子どもによっては新しい場所や新しい人に会った時に、テンションが高くなりす

ぎて落ち着けないので、前もって「この日はこんな事があるよ」「こんな人が来て

くれるよ」と何回も話しておく。わからない時には絵を見せるなどして知らせてお

く。 

    早番は 7：30～毎日二人体制で交代で行っている。 

遅番は 17：00～18：00 だが時々しかなく、土曜保育もたまにしかない。 

   

   Q．お約束についてはどうしているか。 

   A．命に係わること以外は規制していない。見守りが大事だと考えている。 

 

   Ｑ．運動会はどうしているか。 

   Ａ．家族と一緒に良い季節を楽しむ会として子どもにプレッシャーを与えず日常の姿

を見てもらう場としている。 

    土曜日に親子で参加してもらい、プログラムも少なくしてゆったりと親子で楽しん

でもらう。あくまでも普段の保育の延長として普段の姿を見てもらう。 

  

   Ｑ．５歳児検診・保幼小の連携について知りたい。 

Ａ．５歳児検診は紀北町でＨ20 年度から行われている。専門医（加藤康子先生）によ

って実施され、発達が気になる子への指導がなされている。 
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保幼小は年間 3～4 回保幼小連絡会議が開かれ、来年行く先の小学校の先生に子

どもの様子を話したり、先生方が子どもの様子を見に来たりしている。又、一年生

になった子どもの小学校での様子を聞いたり映像を見たりする。 

 

  Ｑ．ふらここひろば「ｈａｎａｒｅ」について知りたい。 

  Ａ．ふらここひろば「hanare」 

    ふらここひろば hanare では、産前・産後や子育て期の親子が、安心して心身とも

に健やかに過ごせるような場の提供を目指している。 

    出産や育児などの相談や、親同士が交流の場、「ママパパたちのホッと息抜きの心

安らぐ」場になればと願っている。 

    定期的に助産師や小児科医師のお話し会や発達の凸凹についての相談なども取り

組んでいきたいと考えている。 

    木育や絵本などに親しんでもらえるための空間で、Wi-Fi 環境もあり、自由にゆっ

たりと利用してほしいと考えている。 

    みえ森林教育ステーションでの認定も頂き、森と子どもたちをつなぐスペースとし

て木にふれ木とあそび五感を働かせながら伸び伸びと過ごす場を提供している。 

    また薬膳や温活スープなど、体にやさしい食事教室なども計画している。 

 

  Ｑ．防災・避難訓練・危機管理に関してどんなことをしているか。 

  Ａ．避難訓練は月１回実施しており、年１回通報訓練を避難訓練の際に行っている。年

1 回消防署職員に来てもらい消火訓練を行っており、ＡＥＤの使用練習も年に 1 度

業者に来てもらい実施している。 

 

  Ｑ．就学時までにやっておかなくてはいけない、ルールのある集団遊びはどうしている

のか。 

  Ａ．今年は 5 歳児が二人だけなので、ルールのある集団ゲームは３～5 歳児全員でやる。

5 歳児も 3 歳の時からずっと集団遊びは全員で遊んでいるので、5 歳になった時に
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はしっかりルールを把握でき、下の子に教えてあげられる立場になっている。 

 

  Ｑ．5 歳児のプールの着替えはどうしているのか。 

  Ａ．3～5 歳児は男女共に一緒に着替えをしている。今年の 5 歳児は男子 2 名のみなの

で恥ずかしがったり性を意識したりすることがないので、こちらからはあえて知

らせないようにしている。しかし、女子が多く意識するような時はトイレも大人用

トイレを使わせたり（子供用トイレは開放的なため）、見えない所で着替えをさせ

たりするよう配慮はしている。 
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【三泗地域】菰野町 

 

鵜川原保育園 

 

 

開催日 令和４年１０月２７日(木) 

 

 

 

実 施 報 告 
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公開保育要項 

 
【開催日】  令和 4年 10月 27日（木） 

 

【開催場所】 菰野町立鵜川原保育園 

            菰野町大強原 829-1 

【日程】 

9：15      9：30                          11：00       12：00 

受付 公開保育 全体会 閉会 

受付後、 

ホ ー ル に 
お 入 り く だ 
さい。 

各保育室 園庭 ホール 

 

【開催園テーマ】   

つながる ～よりよい子どもの育ちのために～ 
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名称  菰野町立鵜川原幼稚園・鵜川原保育園 

     所在地 三重県三重郡菰野町大強原 829－1 

     定員  １４０名 

【沿革】 

○ 昭和３７年４月   鵜川原保育園創立 

○ 平成２１年 4月   鵜川原幼稚園 幼保一体化となる 

○ 平成２１年 4月   0.1.2 歳児保育開始  

【施設配置】 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設概要 
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     一人一人の子どもの最善の利益を守り養護と教育が一体となった 

保育を通して心身ともに健やかな成長と発達を促す 

 

               

 

      生きる喜びを分かち合い、心身ともにすこやかにのびるこども 

 

                 

 

       つながるなかま じっくりあそぼう だいすきうがわらっこ 

【クラス構成・職員】 

園長 1  

主任 1  

年齢 クラス名 園児数 職員数 クラスカラー 

0歳児 ひよこ 6 3  

1歳児 あひる 15 3  

2歳児 ぺんぎん 12 4 牡丹色 

3歳児 
うさぎ 11 1 薄桃色 

りす 11 1 黄色 

4歳児 ぱんだ 21 1 赤色 

5歳児 
ぞう 16 1 水色 

らいおん 16 2 オレンジ色 

一時保育 1  

フリー 2  

調理員 4  

事務員 1  

目指す子どもの姿 

保育理念 

園目標 
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鵜川原保育園公開保育 全体会 

 

◎三重県社会福祉協議会 挨拶 

 

◎園長挨拶 

・鵜川原幼保園は「つながる」というテーマで保育しています。そのなかには、地域や保護

者とのつながりや子どもと子どもをつなげたいという思いをもって数年続けてきました。

職員全員が子どもの思いに寄り添っていくというところを大切にしています。今回の研

修で参加される皆さんの気づきのきっかけになれば、また園としても皆さんに教えてい

ただき、学ばせていただければと思います。 

 

◎主任より全体説明 

・ほんわかミーティングは“子ども同士の言葉がきつい”ことが気になり、まずは保育者の

言動を見直そうというきっかけで始まりました。この研修は中堅保育士が中心となって

テーマ決め・エピソード集め・参加者決めなど計画し進め、１回２～３グループに分かれ

行い、昼にも時間を設けることでパート職員にも参加することができ色々な意見を聞け

るようにしています。エピソードを通してそれぞれの保育者の子どもや保護者に対する

あたたかい関わりを知り、思いを伝えあい、他者の意見を聞くことで自分の保育を見直す

きっかけになっています。また、自分の思いを発信する力もついてきていると思います。

保育者が変わり、子どもの言動も相手を思いやる言葉が出てきたりして変化してきたと

思っています。 

 また、子どもたちが絵本の世界に入り込めるよう、今年は“バムとケロ”シリーズの絵本

を取り入れた保育をしています。夏まつり・運動会・遠足等の行事も絵本の世界を取り入

れて行いました。絵本の世界を取り入れた異年齢活動もしていて年齢の違う子どもが一

緒に関わることで、遊びが広がったりお互いの思いを知ったりするきっかけになるよう

に取り組んでいます。 

 

◎保育説明 

５歳児 

らいおん組…自信がなく遊びに一歩踏み出せなかったり友だちに関心がなかったりする

姿があった。子どもたちが自分から遊び始めたり深めたりできる環境づく

りを大切にした。また、遊び紹介の時間を作り、友だちの遊びを知ったり認

めてもらったりする機会を作った。ルールの理解に個人差があり、参加が難

しい子もいたので、本日の活動は簡単なルールの遊びを友だちと楽しむと

いう所を大切にした。 
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ぞう組…一斉の「復活椅子とりゲーム」のねらいは、最後まであきらめずに活動に参加

する、悔しい気持ちやもう一度挑戦できるという安心感を味わいながらクラ

ス全体での活動を楽しむこと。保育の中で大切にしていることは、自分の気持

ちを素直に出せ、そこから言葉での表現の仕方を一緒に考えること。“５歳児

クラス”ではなく“ぞう組の子どもたち”としてとらえるようにしている。 

 

４歳児 

ぱんだ組…子どもたちが自分の思いや気持ちを保育者や友だちに伝えられるよう一人ひ

とりの気持ちに寄り添うことを大切にしてきた。最近では自分の気持ちを伝

えあい、時にぶつかり合いながらも子どもたち同士でルールのある遊びを積

極的に楽しむ姿がみられるようになった。一方でまだ自分の思いをなかなか

伝えられない子がいるので、今回遊びの中で思いを伝えやすいボール回しゲ

ームを取り入れた。友だちに共感してもらう喜びを感じながら、自分の思いを

言葉にする姿がみられていた。 

 

３歳児 

りす組…集団生活や自分の身支度をすることが初めての子が多かったため、一つ一つ

の支度や片付けの仕方を個別に丁寧に伝えることを意識して関わっていた。

一人の子がなかなか輪に入れずクラスから孤立する姿が目立ってきて、周り

からのイメージが“怖い子”になってしまっている。その子が小さなことでも

一緒に過ごせたり、優しい姿がみられた時は認めるようにして、クラスの一員

として受け入れられるように関わることを大切にしている。 

 

うさぎ組…春頃は出来ないことがあると泣いたり怒ったりする子が多かったが、一人ひ

とりと丁寧に関わる中で出来ないことがあったら「手伝って」と言えるように

なってきた。それ以外のことでも自分の言葉で友だちや保育者に思いを伝え

られるようになってきている。わらべうた遊びを夏頃から楽しみはじめ、今日

は全員が先頭に慣れる「からすかずのこ」を歌いながら楽しんだ。二人ペアに

なるわらべうたも友だちと笑いあいながら楽しんでいる。 

 

◎感想 

・制作物だけでなく、主活動や秋の遠足のスタンプラリー、虫かごなどから自然を感じられ

てよかったなと思った。 

・廃材が自由に取れる所に置いてあり、子どもたちが考えて遊べるように環境が設定されて

いるのが良かった。 

・一斉活動ではハロウィンバスケット(フルーツバスケット)やピカピカやさしいゲーム(爆
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弾ゲーム)など子どもたちと一緒に考えたオリジナルの遊びにすごく興味をもった。一緒

にルールを考えたことが伝わってきて、これが子ども主体の保育だと感じた。 

・とてもあたたかい印象を受けた。保育者の言葉かけが前向きで否定的でなく、肯定的な言

葉に言い換えていて自分の保育を見直すきっかけになった。 

・自園で「ほんわかカレー」という異年齢活動をしているが、それにつながるようほんわか

ミーティングを参考に保育者同士の意見交換できる場を設けてみたい。 

・ホワイトボードに毎日の活動内容などを保護者に知らせているのをみて、自分の園でも取

り入れたいと思った。 

・５歳児で待ち時間に子どもが手遊びをして過ごしていて、子ども主体になって過ごしてい

るのがよくわかった。 

・広い園庭の中パーテーションやトンネルで区切られていて、家みたいでいいと思った。「で

きた？」ではなく「できたら見せてね」と声をかけていて、子どもにとって次に期待でき

る言葉かけで良いと思った。 

・広々とした園庭で子どもたちがいきいきと過ごしていると感じた。各学年らしい姿が出て

いたと思う。保育者は遊びに入り込みすぎず全体を見守っていることで、子どもたちだけ

の遊びをいきいきと楽しめていると感じた。 

・片付けの時間に、子どもたちが自主的に片づけ始めていた。普段もこのような姿なのかな

と思った。４歳児が３歳児の片づけを自然と手伝っていた。この経験が来年度４歳児クラ

スに進級した際に同じように片づけを手伝えるのではないかと思った。 

・２歳児クラスの部屋の構造で外から直接トイレに入れるのが良いと感じた。 

・保育者の声ではなく、子どもたちの声が聞こえる園という印象を受けた。 

・クラス前に担任の写真が掲示してあり、自園では遅番の出勤の時に担任がいないと子ども

が泣くことがあるので貼ってあることで少しでも安心できるのではないか、またクラス

の担任もよくわかって良いと思った。 

・乳児クラスには親子写真が貼ってあって、クラスに保護者さんの写真が貼ってあるのは安

心感が持てて良いと思った。 

・公開保育を受けて、自分の保育や言葉かけを見直すきっかけになった。 

・４歳児の縄跳びを跳べないからしたくない子に対して、跳ぶだけでなく縄に触れることか

ら始めると言っていたことが良いと思った。 

・ほんわかミーティングは、保育の中での言葉がけを文字に起こすことや、それを話合うこ

とで他の人の意見を聞き、自分がどうだったか考えるきっかけとなるなと思った。 

・乳児と幼児の園庭が分かれていることで、年齢にあった遊びが保障されていると思った。 

・自分のクラス以外の子も見ていて、園全体で子どもを見ていると感じた。 

・見学中、近くにいた子どもが助けを求め自分に声をかけてきた。大人は助けてくれる存在

と感じているのと、安心して遊んでいるのだと感じた。 

・職員間で同じ気持ちで保育していると感じた。 
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・危ないからと経験させないのではなく、少し頑張れば挑戦できる遊具があるのが良かっ

た。 

 

◎質疑応答 

・ほんわかミーティングとエピソード記録の違いは何ですか？ 

 →ほんわかミーティングについては全体説明を参照。 

エピソード記録は保育の一部を切り取り、そこに対する反省・考察は視点を設けて書い

ています。テーマや書式は町内統一の物を使用して各クラス担任が書き、研修として話

し合いをしています。 

 

・年少、年長に個人用の粉ふるいが置いてあったがどのように使っていますか？ 

 →ホール横に赤土の土場がある。自由遊びの中で泥団子を作ったり、さら砂を集めたりし

ている。園内にも粉ふるいはあるが数が少ない。個人持ちにすることで使いたい時に使

えるように用意しています。 

 

・異年齢活動での関わりで、年下の子に対して年上の子らが応援する言葉が聞かれたが、そ

れは子どもたちから自然に出た言葉かけなのか？ 

→２年ぶりに異年齢活動が再開し、色々な行事を経験した。最近は特定の子が手を差し出

す、応援の声かけしていたのを保育者が認めることをしてきた。最近はそれが広がって

きています。 

 

・異年齢活動に参加したくない子への対応はどうしていますか？ 

→無理に参加させていません。「今日は見ていようか？」「今度は参加してね」など次につ

ながる言葉をかけるようにしています 

 

・乳児組は全員外に出て遊んでいたが、外で遊ぶ、室内で遊ぶは子ども自身が選んでいるの

ですか？ 

→今日は一斉に外に出ていましたが、普段は個々に合わせて遊べるようにしています。 

 

・園児がマスクを外していた。いつ頃はずしましたか？ 

→マスクは国の方針に従っています。マスクは強制しておらず、個人に任せています。 

 

・園庭に設置していた L字の衝立は既製品ですか？手作りですか？ 

→研修で園庭が自分で考えて遊ぶ場所がないと助言があり、地域の方にご協力いただき

作っていただきました。 
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・どうして上靴を履いた子と草履を履いた子がいたのですか？ 

→室内では避難できるように上靴もしくは草履を履いています。 

どちらを履くかは子どもの履きやすい方を選んでもらい、履いています。 

 

・２歳児クラスが食事前に布団を出していたが、どうしてですか？ 

→部屋の配置上、食事スペースを通って運ぶことになるので、配膳を始める前には布団を

押し入れから出すようにしています。 

 

◎菰野町子ども家庭課 金津指導主事より 

・子どもたちが好きな活動をしている時も異年齢の関わりが多く見られていました。それは

異年齢活動を意識的に持ってきたこともあるが、園の規模も小さいということで普段か

ら関わりを持ちやすいというのも一つだと思います。 

一斉活動は保育者の思いがあふれていたと感じました。公開までに担任の保育者とどう

いう風にしていくのかを話していたので、その思いがひしひしと伝わってきました。保育

者の伝えたい、こう育ってほしい、目の前の“この子”にとってこういう時間にしたいと

いう思いは一斉活動に入れやすい。話し合いからどういう風になったかを楽しみに本日

を迎えたが、面白い・楽しい活動になっていて、子どもたちと考えたのがよくわかりまし

た。今日もルールをどうしていこうと話しながら友だちの思いを伝えることで、色々な人

に関わる、つながる、心地よい場に園がなっているのではないかと思いました。 

日々の積み重ねで今日の姿があり、これからも続いていくので、園のテーマにあるよう、

子どものためにさらにスキルアップしていってほしいと思います。 
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【伊賀地域】名張市 

 

赤目保育所 

 

 

開催日 令和４年１１月２日(水) 

 

 

 

実 施 報 告 
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公開保育要項 

【開催年月日】   ２０２２年 11月 2 日（水） 

【開催場所】    名張市立赤目保育所 

【日程】 

9：15  9：30                11:00        12:00 

 

日程 

 

受付 

 

公開保育 

 

全体会 

 

閉会 

【公開保育テーマ】 

『夢中であそぼう！心と身体を弾ませて』 

   ～意欲をはぐくむ環境とは（おもしろいな！もっとやりたいな！）～ 

 

 赤目保育所は、緑の山々や田畑に囲まれています。近隣には弁天山や勝手神社があ

り、子どもたちは山々を駆け巡ったりあぜ道を歩いたりなど、一年を通して園外散歩を楽

しんでいます。園庭には、シンボルツリーのケヤキ（いのちの木）や桜などの木々があ

り、それらのもとで元気いっぱい遊んでいます。 

長年、人とのつながりを大切にした保育をすすめ、児童館や小中学校、老人会など、地

域との交流の機会を持ったり、保護者同士のつながりも大切にしたりしてきました。 

また、異年齢交流を目的とした、“わくわくデー”を設けています。 

私たちは日々の保育の中で、“子どもたちが主体的に、意欲的に遊ぶ”ことを大切にして

きました。しかし “子どもが主体になって遊べているのだろうか？”“子どもが意欲的に

遊べる環境になっているのだろうか？”ということを職員で再度見直し、2年前より上記

のテーマで取り組んできました。 

 

 

会場 

 

各保育室・園庭 

 

遊戯室 
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【施設の概要】 

名 称    名張市立赤目保育所 

所在地    三重県名張市立赤目町檀４４８－３ 

定員     １２０名（利用定員９1名） 

クラス及び職員構成（Ｒ４，10、1現在） 

所長 １ 

副所長 １ 

年齢 クラス名 園児数 担任保育士数 加配保育士数 

０歳児 
ひよこ 

５ ２  

１歳児 １2 ３  

２歳児 あひる １３ ３  

３歳児 うさぎ ２０ １ ２ 

４歳児 ぱんだ ２１ １ ２ 

５歳児 ぞう ２０ １ １ 

支援担当フリーコーディネーター １ 

家庭支援推進担当保育士 １ 

フリー保育士 ３ 

マイ保育ステーション担当 ３ 

朝・夕保育担当 〈朝〉 ６ 〈夕〉 １２ 

調理員 ５ 

【園内及び園庭配置図】 

 

 

  

 

 

  

  

畑 
くさはな 

ランド(畑) 

 

遊戯室 給食調理室 

教材室 

うさぎ組 

3 歳児 

   トイレ 

あひる組 

2 歳児 

ひよこ組 

0.1 歳児 

調乳室 沐浴室 

 プール 

乳
児
遊
び
場 

事務室 ぞう組 

5 歳児 
トイレ 

ぱんだ組 

4 歳児 

玄関 更衣室 

マイ保育 
ステーション 
（おひさま） 

トイレ 

マイ保育 
ステーショ 

（ゆったりスペース 

倉庫 

畑 遊具倉庫 

畑 花壇 

更衣室 

通路 

遊具倉庫 

手
洗
い 

手

洗

トイレ 

 

手洗い 
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【保育理念】 

◎1 人ひとりの子どもを心身ともに健やかに育てます。 

 
○子どもの主体性や人権を尊重した保育をします。 

   

○健康、安全で情緒の安定した生活が出来る環境を整えます。 
 

○自己を十分発揮できる環境を整え、一人ひとりの発達や個性を伸ばします。 
 
○子どもの成長の喜びを保護者と共有し、養育力の向上につながる保護者への支援を 
行います。 

 

○地域の子育て家庭への情報の提供を行い、地域のネットワークにより全ての子どもの 
福祉の増進を図ります。 

 

【保育目標】 

◎生き生きと遊ぶ子ども 
 
◎自分らしさを出して生活していける子ども 

 

【めざす子ども像】 

〇健やかな心や体をもった子ども 
 

〇感じたこと、思ったこと、考えたことを表現する子ども 
 

〇友だちの姿を認め合い、仲間を大切にする子ども 
 
〇自然に親しみ、地域との交流の中で豊かな感性を持てる子ども 
 
〇人権を大切にする心をもつ子ども  

 

あ 相手の気持ちをわかろうとする子ども 

 
か 感じ考え行動する子ども 
 
め めざせ！差別を許さない子ども 
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【これまでの取り組み】 

〇園内公開保育を行う。 

・ 乳児（０歳児～２歳児）は、担当制で生活を進めていくことで、信頼関係が一層深ま

り、安心して子どもたちが過ごせるようになりました。 

・ 保育室の色々な場所を利用しながら、子どもの発達に合わせて興味が持てるような玩具

を仕掛けたり用意したりすることで、子どもたちが意欲的に遊ぶ姿が増えてきました。 

・ コーナー別に環境を整えたり各場所に表示をしたりすることで、自ら遊び出しやすく、

また戻しやすくなり、遊びや生活を自分たちで進めようとする姿が見られます。 

・ 各自の作った物などを残せるようにすることで、継続して遊びが出来ることから意欲的   

に遊ぶ姿があります。 

・ 園内公開保育を実施することで、職員同士良い刺激となり、お互いの意識を高め合うこ

とができました。 

 

〇実践事例を書いて検討する。 

・ テーマに添った実践事例を書くことで、自分の保育の見直し、環境の見直しになりまし

た。 

・ 環境を見直し再構築することで、遊びがより展開し、継続していくようになりました。 

・ 子どもたちが意欲的に遊ぶためには、充実した環境を整えていくことで、保育士や友だ

ちとの関わりがより意欲につながることを再認識しました。 
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赤目保育所公開保育 全体会まとめ 

 

1.三重県社会福祉協議会 挨拶 

2.名張市役所福祉子ども部子ども担当 大西部長 挨拶 

3.赤目保育所 山口所長 挨拶 

 

◇感想 

・素敵なことがたくさんあった。特に子どもたちがのびのび遊んでいることが素敵だった。 

・シンボルツリーとなる木があって、羨ましい。いい環境だと思った。 

・テーマに惹かれて参加した。 

・人権をたくさん学んでおられる赤目保育所に、来てみたいと思った。 

・子どもが夢中になり遊んでいて、子どもたちの様子に合わせて職員が動いていた。 

・自分の園では支援が必要な子や外国にルーツのある子等、多様な子どもたちがいる中で、夢中になって

遊べる環境を目指している。子どもだけではなく、保育士の質の向上や、保育士の主体性も大切かなと

思う。素敵な子どもたちや、素敵な先生方を見せてもらえた。 

・子どもたちが主体的に遊ぶ姿を見たいと思い、園庭で遊ぶ様子を見せてもらった。ルールを守って 5

歳児が遊ぶ姿を見て、今まで的確に保育士が関わっていたのではないかと感じた。カエルを見つけた 3

歳児が、「今日はあったかいのにいるな。」「カエルは水が好きやのにな。」と言っていた。これも 3 歳

の先生が普段から細かく言葉掛けして関わっていっているからだと感じた。 

・初めて公開保育に参加した。自分の園は町中にあり、自然があまりないので今日の様に自然にたくさん

触れて遊べる環境は、すごくいいなと思った。 

・あたたかい保育を見せてもらった。 

 

◇質疑応答 

Q：職員体制で、支援担当フリーコーディネーター、家庭支援推進保育士、フリーとあるが、どのような

位置づけなのか？ 

A：・フリーコーディネーターは、クラスで発達の気になる子の姿について担任と連携して保護者との話

し合いを持ったりしている。また各クラスの支援児担当職員と子どもの姿を話し合いながら支援計画

を作成したり、保護者と面談したりしている。名張市では、個別乳幼児特別支援事業という事業があり

乳幼児期から小学校、中学校へと様々な機関（行政・支援センター・療育機関など）が連携し合い、継

続した専門的な支援が出来るようにしている。 

・家庭支援推進担当保育士は、様々な家庭の子育て支援をしたり、必要に応じて家庭訪問をしたりしてい

る。また地域との連携として、保育所部会（週 1 回児童館職員と会議）や赤同推会（週１回保育所・

小学校・中学校・高校と会議）に参加している。保護者に向けて、〝こだまだより〟という人権啓発の

手紙を配布し、保育所の取り組みについて理解してもらえるようにしている。幼児組には、人権の視点

に立った絵本の読み聞かせをしたり、親子で児童館訪問に行く機会を設けたりしている。 
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・フリー保育士は、大変なクラスへ手伝いに入り子どもと関わったり、休暇の職員の代わりにクラスに入

ったりして保育している。保育に必要な物を作ったりもしている。 

 

Q: 園庭で子どもたちが遊んでいたが、登所後自由に遊んでいるのか？ 

A：4.5歳児は登所後、外で遊びたい子は遊ぶ、中で遊びたい子は遊ぶ等自分でしたい遊びを見つけてや

りたいことをしている。3歳未満のクラスでは、全員で一緒に出るようにしている。 

 

Q：お茶をキーパーで飲んでいるが、コップはどうしているのか？ 

A：乳児は給食室から貸し出している。幼児は、家からコップ袋に入れてコップを持ってきていて、自分

で出し入れして使っている。 

 

Q：これまでにたくさん話し合いをもったと思うが、どのようなタイミングで行ってきたのか？ 

A：昨年度より、17時ごろより月 1回の園内研修をしてきた。子どもの姿から予測を立て、環境を整え

てきた。また自分だけの視点ではなく、職員全体での検討は、色々な視点で見るので、気づかされるこ

とも多かった。職員の中では、初めは“こんな意見を言っていいのか？”と言う雰囲気があったが、研

修を重ねていくうちに若い職員も自分の思いを伝えるなど、活発に意見が出るようになってきた。 

 

Q：実践事例にも挙がっていると思うが、テーマの〝夢中で遊ぼう〟を共有できる印象に残ったエピソー

ドを教えてください。 

A：遊びを探している子に視点を当て、その子の興味のある物、好きな物等を追求し、それに合わせて遊

びを担任も一緒にしていくことを続けてきた。また一人遊びが満足すると、その後、協同的な遊びへと

展開していくので、焦らず時間をかけてその子の好きな遊びを続けていくことが大切だと感じた。 

 

Q：園庭の真ん中にある〝いのちの木〟がある意味をおしえてほしい。 

A：赤目保育所は和太鼓に取り組んでいる。被差別部落にある児童館に親子で行き、親子で和太鼓を打つ。

昔は「あそこは怖いところやから行ったらあかん」と言われていた場所に親子で行くことに意義があり、

継続して取り組んでいる。和太鼓は牛の皮と欅の木で出来ているものが多くある。太鼓の打ち手は脚光

を浴びるが、作り手はなかなか脚光を浴びにくい。しかし、作り手は自分たちの仕事に誇りを持ってい

る。牛を屠殺して皮や肉にする人がいるお陰で美味しい肉が食べられたり、太鼓が出来たりする。そんな

話しを親子で、また職員間で学習している。１５年程前に木に名前を付けようとなった時に、当時の年長

児が話し合い「いのちの木がいい！」と名付けられた。 

 

Q:室内環境で全員の子どもたちの絵を飾るのではなく、数名の子どもの絵を飾っている意味は何か？ 

A:前までは全員 1回で飾っていたのだが、子どもの視線からすると少し威圧感があるかなと思った。それ

と、額に入れて数名分を飾ることで 1 つずつの絵をじっくり子どもが見るようになった。また、数名ず

つ飾ることで一人ひとりの絵を大事にしていることを感じられるようにしている。 

 

Q：5 歳児の支援児は同じ空間にいたが、クラス活動に参加していなかったが、他児とのつながりは普段
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どのような感じなのか？ 

A：今日は室内でハロウィンパーティーをして支援児と他児が関わって遊んでいた。普段のクラス活動で

みんながサーキットをした後、環境をそのままにしておくと、信頼している担当保育士と 2 人で同じこ

とをしている。それがその子にとってのクラス活動だと園の職員が理解している。子どもの参加の仕方

に合わせることが大切なのではないか。 

・支援児は気圧等にも体調が変化しやすい事も理解しながら、支援児のその時々に合わせてそれぞれの担

当保育士と支援コーディネーターが連携をとりながら保育を進めている。 
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【鈴亀地域】鈴鹿市 

 

玉垣保育所 

 

 

開催日 令和４年１１月８日(火) 

 

 

 

実 施 報 告 
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公開保育要項 

 

1 開催年月日   2022年 11月 8日（火） 

 

2 開催場所    鈴鹿市東玉垣町 1386番地の 1 

          鈴鹿市立玉垣保育所 

3 日程 

9:15       9:30             11:00                 12:00 

 

4 開催テーマ 

「ともに育つ」 

～認め合い 心につながる あたたかい保育所～ 

 

 
 

 

 

 

受付 公開保育 全体会 

玉垣土地改良会館 

 

玉垣保育所各保育室・園庭 

 

＊各保育室はテラスから御見

学ください 

玉垣土地改良会館 
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【玉垣保育所の概要】 

玉垣保育所は、東玉垣町の彌都加伎神社のすぐ東に位置し，春には園庭満開の桜が子どもたちを温

かく迎えてくれ，夏にはセミの鳴き声がとてもにぎやかです。周囲には，田んぼや公園などがあり，草花

を摘んだり，虫や小さな生き物と触れ合ったりしながら元気に遊んでいます。 

保育所の利用状況を見ると，玉垣地区の方が大半を占めますが，様々な条件から，他地域からも幅広

く利用していただいています。 

最近は住宅街も増え移住者も多い現状です。少子化，核家族化などの社会の変化を受けて，人々の

価値観や生活様式が多様化してきている中で，子どもの育ちをめぐる環境や子育ての環境を変化させ

ています。 

当保育所ではいろいろな経験を通して友だちと関わり，異年齢の交流をするなどして，一人一人の個

性が輝き，共に育ち合うことを大切に保育しています。また，保護者や地域にも開かれた保育所を目指

しています。 

 

名    称     鈴鹿市立玉垣保育所 

所 在 地    三重県鈴鹿市東玉垣町 1386番地の 1 

認可定員    150名 

 

保育目標 

 

「 

 
  

 

 

 

 
 

きりん組 

５歳児 

WC 

 

ひよこ組 

０・１歳児 

給食室 うさぎ 

３歳児 

ぱんだ 

３歳児 

らいおん 

４歳児   

WC ぞう４歳児 

職員室 

こあら 

２歳児 

りす 

1.2歳児 

生きる喜びをわかちあい，心身ともに 

すこやかにのびる子ども 

☆ 生活や遊びの中で，自分の思いを出し，「したい」「やってみよう」とする意欲的な子ども 

☆ 様々な経験をする中で，一人一人のちがいを認め合い，友だちと共感し，共に育ち合える子ども 

クラス 年齢 人数 担当者

0歳 8 3

1歳 8 3

1歳 8 2

2歳 7 3

こあら 2歳 15 5

うさぎ 15 4

ぱんだ 14 3

らいおん 14 2

ぞう 18 3

きりん 5歳 30 4

137

所長 1 主任 1

フリー保育士 3 看護師 1

調理員 5 用務員 1

延長保育担当 4

合計

ひよこ

りす

4歳

3歳

園 庭 

テ   ラ   ス 

正 

門 

入口 

《配置図》 

 

職員及びクラス編成 （R4年 10月１日現在） 

31



鈴鹿市立玉垣保育所公開保育 全体会 

 

【本日の活動について】＊補足 

《0.1歳児・ひよこ組》 

新年度のスタート時から，一対一の関わりを大切にしてきた。徐々に保育所が安心できる場になった

ことで，活動範囲も広がってきた。 

遊びの中で，おもちゃ箱に入ってうれしそうにする姿があったため，身近にある段ボールで代用して

みたところ，そこから遊びが広がっていき，友だちと一緒に入ったり，「ばぁ」と顔を見合わせたりして，

楽しさを共有する姿が見られた。そこで，段ボールハウスを作って遊べるようにした。その時，その時の

子どもの様子や遊び方に合わせて，しかけを増やしながら，楽しめるようにすると，全身を使って思い

きり遊べるようになった。 

  

《1歳児・りす組》 

 1 歳児の月齢の高い子たち，8 名。月齢が高いこともあり，何にでも興味をもち，いろいろなものを触

り感触を確かめる姿から，今までも思いきり感触遊びができるように楽しんできた。 

 最近では，散歩へ行くと，落ち葉や松ぼっくり，どんぐりなど，自然物に興味をもち，保育者が想像す

ることのできない遊びを思いつく子どもたちに，発見や驚かされることがあった。今日は，そんな子ど

もたちの発想をより引き出し，遊びが展開できるようにした。 

4月当初，保育者と一緒に「いないいないばぁ」を楽しんでいたが，様々な遊びや関わりを経験してき

たことで，友だちと一緒に遊ぶことを楽しめるようになってきた。最近では，ままごとを楽しんでいるた

め，今回デイリーでも取り入れた。しかし，まだ一人遊びを存分に楽しみたいという姿もあるため，松ぼ

っくり転がしの遊びを取り入れ，じっくりと一人遊びが楽しめるようにした。 

 

《2歳児・りす組》 

 日々の保育の中で，「はらぺこあおむし」や「おべんとうバス」の絵本や歌が好きで，「もう一回読んで」

と喜ぶ姿があった。そこで，絵本のストーリーをもっと楽しめないかと考え，子どもたちの興味や関心に

合わせ，遊びを展開し，お弁当を作って遊んだり，バスごっこをしたりして遊んでいった。すると，支援の

必要な子も好きな場面が見つかり，みんなが楽しめる遊びへとなっていった。また，最近になって遠足

でお弁当を食べた経験から，お弁当を作る遊びがピクニックごっこに発展していった。お弁当を作ると

友だちのお弁当の中身を見て「ウインナーはいっとる」「いっしょ」など話したり，バスごっこでは前に座

る友だちをぎゅっと抱きしめたりして楽しむ姿が見られるようになってきている。 

 

《2歳児・こあら組》  

 4 月から子どもたちの成長や発達に合わせ，保育の環境づくりをしていく中で,特に生活や日常の再

現遊びが十分に楽しめるようごっこ遊びの環境づくり（洗濯ごっこ，ままごと，ピザ屋さん，ケーキ屋さ

んなど）を大切に保育してきた。その中で特に遠足の経験から雰囲気を楽しめるようシートやお弁当箱

を用意し楽しんだ。今日は，自分たちで作ったお弁当箱やおかずを使い自分で詰めたお弁当を友だちと

見せ合い，会話をしながら楽しんで関わる様子を見てもらうことができたと思う。 
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《3歳児・うさぎ組》 

毎日様々な活動を楽しむ中で，「今日もみんなが夢中になっていたかな？」「楽しめていたかな？」と

振り返ると，「あの子はダイナミックな遊びが怖くて入ってこれなかった」「あの子はルールが難しく，楽

しくなくなってしまった」など様々な姿が思い起こされる。 

「新聞遊びは破ったら何かあるかも？」「投げたら何か始まるかも？」と全てが遊びに繋がり，子ども

も保育者もみんなが思いのままに遊べ，受け入れたり，提案したり，感動したり，誰もが主役になって夢

中で遊べるということで，計画した。 

 

《3歳児・ぱんだ組》 

 防災の日に消防車を実際に見たり，絵本を読んだりする中で，「乗りたい」と言う声があったので，クラ

スで消防車づくりをした。 

消防車を作ると，「救急車を作りたい」「お家を作りたいと」と次々に声が上がり，子どもたちのやりた

い思いを形にしていくことで，消防士ごっこ，お家ごっこ，お医者さんごっこ，と様々なごっこ遊びへと

発展していった。 

 また，支援を必要とする子に視点を当て，好きなABCパズルや体温計，ハンバーガーなどを取り入れ

た遊びを進めることでクラスの友だちとも関わり，安心して遊ぶようになった。ハンバーガー屋さんご

っこは今日まで十分楽しんできたので，今日は厳選して遊んだ。 

日々，一人一人が今日一日保育所が楽しかった，また明日も行きたいな，と思えるあたたかいクラス

づくりを職員間で共通理解のもと保育している。 

 

《4歳児・らいおん組》 

外国にルーツをもつ子は，今年度 4 月からの入所で，保育者の姿が見えなくなると追いかけるなど，

とても園生活が不安だった。また，支援を必要とする子で，発語も難しい。保育者の言っていることは理

解し，行動に移すことができるが，一つずつの援助が必要な場面が多い。 

安心して遊べる，生活できる居場所づくりを考えながら多文化共生の視点をもって取組んできた。 

今日は，運動会で楽しんできたバルーン遊びを計画した。バルーンをトンネルにして変化をもたせて

遊んだ。この取組みでは，外国にルーツをもつ子が，バルーンで遊んでいた時に顔に風が当たるとにっ

こり笑う姿があり，自分からバルーンを持ちに行くなど，楽しいと感じている姿が見られ，運動会後も継

続して楽しんでいる。 

 

《4歳児・ぞう組》 

新入園児の中になかなか，友だちに馴染めない子がいて，好きな遊びを見つけられず，友だちの様子

をじっと眺めていたり，話しかけられても遠ざかっていこうとしたりする姿があった。そこで，本児の好

きな恐竜をきっかけに友だちと繋がれるような関わりをしてきた。そうすることで次第に本児だけでな

くまわりの子も恐竜に興味を持つようになり，クラス全体で楽しめる好きなものの一つとなっていった

ため，恐竜をテーマにした。共同制作にすることで，その子自身が満足いくまで遊びを楽しみ，同じ空間

の中で同じものを作り上げていくことに参加できるのではないかと考えた。 
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《5歳児・きりん組》 

 新型コロナウィルス感染症の影響で，クラス間交流のないまま 5 歳児クラス 30 人という大きな集団

になった。そのため，昨年違うクラスだった友だちに関心がない子も多く，また「この子はこういう子」と

いう一方的な見方もあった。 

小学校に向け，保育指針にある「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」をどう育んでいけばよいの

か職員間で話し合った。 

・子ども同士で助け合い，仲間を大切にする 

・困っている友だちに気づき，関心をもつ 

・この子は見方を変えればこんないいところもあるということに気づく 

これらを意識し，仲間意識が深まるよう，保育を進めてきた。まず，保育者は子どもたちのやりとりが深

まるような土台作りを意識するようにした。力がついてきているなと職員間で共通認識が出来たら子

どもたちに任せてみて，子ども同士がどのようにするのか見守り，必要に応じた言葉がけや援助をして

きた。 

 年度も後半になってきて，絵本の読み聞かせをきっかけに，すぐに子どもたちが絵本の再現遊びとし

て鬼ごっこを始めた。そこで，お面を作ってみることを提案すると，あっという間に子ども同士でやりと

りが始まり，室内にあるものを使って再現を始めた。その遊びが盛り上がり，お楽しみ会に向かって進

めているのが本日の活動である。子どもたちから始まった遊びのため，作り物にもイメージがしっかり

持て，設計図を作り本日の活動も意欲的に取組んでいたと思う。 

 

《質疑応答・感想》 

・どのクラスもゆったりと保育されていて，あたたかい雰囲気が感じられ，子どもたちが楽しんでいる姿 

が見られた。 

・保育者が生き生きとしていてよかった。 

・どのクラスの子どもたちも落ち着いていた。 

・0歳児クラスの隣が 5歳児クラスで，最終目標が見られてよかった。 

・多文化共生の取組は，同じような状況が自分の園でもあり，とても興味深く見せてもらった。 

 

Q：どのように外国にルーツを持つ子どものことを伝えているか。 

 A：今クラスにいる外国にルーツをもつ子は，宗教上の理由で食べる物の制限があり，家庭から昼食を

持参することもあるため，文化の違いや食の違いなど，保護者とのやりとりを通じて，聞いたり，自

分たちで調べたりして進めている。調理員や他の職員と連携を取り，園全体で協力する大切さを

実感している。 

 

Q：0 歳児クラスと 5 歳児クラスが隣りになる配置は，とても斬新だった。どのようなメリット・デメリッ

トがあるか。 

A：乳児クラスと隣ということで生活の流れも全く違うこと，音への配慮というところが一番の課題だっ 

た。5歳児の人数も多いうえに午睡もないので，乳児の子どもたちがよく音で泣いて午睡から目覚め

てしまうということが，４月や５月は多かった。 
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子どもたちが乳児クラスの子どもたちへ関心を持ち親しむことで，自然にこの時間は静かに過ごそう 

という気持ちが育ってほしかったので，乳児クラスの生活のリズムを知らせたり，園庭で関わる機会

を持っていった。すると子どもたちの方からどんどん関わっていき，休んでいる子に気づいて知らせ

たり，泣いていると部屋の前へ行ってあやしたりと小さい子への親しみの気持ちが育っているように

感じる場面が増えていった。メリット・デメリットはあるが，子どもたちの姿を見ていると，年長クラス

としては 隣に乳児室があることはメリットの方が大きいのではないかと感じている。 

 

Q：未満児のデイリーの中に「片付ける」とある。以上児の子どもたちはそれぞれの年齢の発達段階の 

中で片付けることは学びとして必要だと思う。しかし，未満児においては，まだまだ「片付ける」とい 

うことは，保育者（大人）がすべきことではないか。子どもたちには十分遊び，楽しむなど，この乳児 

期に抑えるべきポイントは「片付ける」ことではないのではないかと考える。未満児の片付けをどの 

ように考えているか。 

A：（以上児）片付けは子どもたちとやりとりをしながら行っている。時には，一斉に片付けにはならず，

「〇〇まで作ったら，片付けようね」「このまま置いておいて，また続きはあとでしようか」など，子

どもたちとやりとりしながら折り合いを付けたりして，切り替えができるように片付けている。 

 

A：《鈴鹿市子ども政策部子ども育成課》 

・ 玉垣保育所は，本市の公立園のなかで，支援を必要とする子どもが一番多い。 

本市においては，なかなか集団に入りづらかったり，コミュニケーションを取りづらかったりする子

どもたちの特性に合わせ保育を展開し，どの子も共に育ち合える仲間づくりを目指している。今回

の公開保育でも，支援を必要とした子どもたちに視点を当てて保育が展開され，どの子も楽しめる

保育を見ていただいた。 

 質問にあった「片付け」については，未満児にとっての片付けとは，遊びの延長として捉えること

が大切と考えている。そのためには，保育者の言葉がけや行動にも配慮が必要になる。生活の中で

大人が片付けることを真似たり，「ないないして」など保育者とのやりとりの中で意欲的に楽しく一

緒に行動していくことだと考えている。 
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【伊勢志摩地域】鳥羽市 

 

安楽島保育所 

 

 

開催日 令和４年１１月１８日(金) 

 

 

 

実 施 報 告 
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公開保育要項 
 

 

開催年月日    令和４年１１月１８日（金） 

開 催 場 所     鳥羽市立安楽島保育所 

日 程 

       9：15        9：30                       11：00     12：00 

日程 受付  公開保育 全大会 閉会 

 会場 正面玄関 各保育室・園庭    多目的室 

 

（公開保育テーマ） 

 

『 思わず遊びたくなる環境づくり 』 

 

鳥羽市では、2018年度より『主体的にいきいきと遊ぶとばっ子』をめざし、

保育環境を通した子どもの育ちに着目して研修を重ねてきました。研修を通し

「環境」の大切さを実感し、子どもの学びや育ちを支えるための豊かな環境とは

何かを常に問い続けていくことが大切であり意識することが子どもたちの姿に

つながっていくことを学びました。  

そこで、今年度は「思わず遊びたくなる環境づくり」をテーマとして、子ども

達の「やってみよう」が「できた！」「楽しかった！」へとつながるよう子ども

の声に耳を傾け、より豊かな環境を子どもと共に作り出し、子どもの学びや育ち

を支えられるように、保育士自身も保育を楽しみながら日々取り組んでいます。 
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施 設 概 要 

 

名 称   鳥羽市立安楽島保育所 

所在地   鳥羽市安楽島町１４５９番地１ 

定 員   １３９名 

沿 革   昭和４７年４月 鳥羽市立安楽島保育所として認可 

（定員６０名） 

        昭和４９年 増改築  （定員９０名） 

        平成２７年 新築移転（定員１３０名） 

 

 

 
クラス及び職員構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3

4

1

合計

調理員（パート職員含む）

27

29

29

24

16

10

26

あお

みどり

き

あか

もも

ひよこ

所長

主任 1

4

135

３歳児

２歳児

１歳児

０歳児

4

4

４歳児

クラス名 児童数 職員数

５歳児

年齢

2

3

令和４年１１月１日現在 
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【保育理念】 

・子ども一人ひとりを大切にし、保護者や地域からも信頼され、 

        愛される保育所をめざす 

 

【めざす子どもの姿】 

・生きる喜びを分かち合い心身ともに健やかにのびる子ども 

 

  【保育目標】 

・自分のことは自分でしようとする子ども 

・元気に遊ぶ子ども 

・自主的に行動し相手の立場も考えられる子ども 

・自然や社会事象に興味や関心を持つ子ども 

・人の話を聞いたり自分の思いを表現する子ども 

・感じたことを素直に表現する子ども 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設配置】 
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安楽島保育所公開保育全体会 

 

１． 三重県社会福祉協議会 挨拶 

 

２．安楽島保育所長 挨拶 

 

３． 本日の説明 

【５歳児】 

室内では、自然物や様々な素材・道具に触れ試したり、気づいたり、使い方を知るこ

とができた。子ども同士で一緒に作り上げる経験をして欲しいという思いから、子ども

たちに投げかけたり、子どもの声を聞いたりしながらお家づくりと海づくりが始まっ

ていった。また、“何が必要か”“どうやって作っていくか”など子ども同士で相談する

機会を大切に進めてきた。「明日も続きをしたい」という声や家から材料を持ってくる

など継続して楽しみながら遊んでいる。 

戸外では体を使った遊び、サーキットコーナーとがんばりコーナーを設定した。がん

ばりコーナーで子どもたちの興味のある曲を流すことで「やってみよう」と音楽も一つ

の環境になっている。

【４歳児】  

自然物を使ったケーキ制作をきっかけにケーキ屋が始まった。「ケーキばかりだと喉

が渇いてきたな」という子どもたちの声からジュース屋が始まり、お店に足りない物が

あると制作コーナーへ行き作ったり、お店屋さんとお客さんになりやり取りを楽しん

だりする姿があった。 

戸外では、登り棒や５歳児が考え毎日変化するサーキット、音楽に合わせてフープや

縄跳びなどのチャレンジコーナーで子どもたちが好きな場所でじっくり遊べるように

してる。「今日は昨日より高くのぼる」「今日のサーキットやってみたい」など昨日の続

きを楽しみに登所してくる子が増えてきた。 

【３歳児】 

ひとり遊びを楽しむ一方で、友だちと関わって遊ぶことを楽しむ姿がよく見られる

ようになってきた。室内では、自然物を使い秋に親しみながら楽しんで遊べるコーナー

を設定した。 

戸外では散歩で拾ってきた落ち葉コーナーと思いきり体を動かして遊ぶサーキット

コーナー。そして好きな遊びを見つけじっくり遊べるようにいくつか設定した。片づけ

後は、「お外で遊んで楽しかったね」と思えるようにみんなで体操やダンスを楽しむ時

間を持つようにしている。子どもたちが楽しめる環境を考え、その中でも秋の自然に親
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しむ機会を作り、子ども自身から遊びたくなるように環境を設定した。 

【２歳児】 

砂場でお店屋さんごっこをしながら、「どうぞ」「ありがとう」と友だちとのやり取り

を楽しんでいる姿があった。また道を描いたり、ガソリンスタンドを作ったりと工夫し

たことで、三輪車で楽しんで遊ぶ子どもたちの姿が見られるようになってきた。 

【1歳児】      

日々、体を動かす遊びを取り入れ遊びの中で「できた」の体験を大切にしている。最

近はイヤイヤ期も重なり部屋に入る前に、嫌がってなかなか入りたがらない子が増え

てきた。部屋に入る前に、部屋の前で曲をかけ体操することで嫌がることなく集まり次

への移行がスムーズになってきた。砂場でもままごとを楽しんでいる子が多い。その中

で言葉のやりとりも広がっていけるように関わっている。 

【０歳児】      

０歳児の子どもたちが生き生きと遊ぶには、安心できることが大切だと考え、お家の

ようにくつろぎ、のびのびと遊べる環境を目指して関わってきた。保育者もお母さんの

ような安心して甘えられる関係づくりをするために一人一人の思いを丁寧に受け止め

ることを大切にしてきた。一人一人に合わせた保育と集団として全体を見ていくこと

の両立が難しく悩む毎日だったが、所長や主任に相談しながら細やかに変化や改善さ

せながらの保育だった。戸外遊びが好きな子どもたちだが、いつもと違う雰囲気だった

こともあり、外に出たがらない子どももいた。室内と戸外に別れて過ごすことになった

が、担任間で声を掛け合いうまく過ごせた。 

 

４． 参加者からの感想 

・部屋や廊下に自然物が飾られて素敵な環境だと思った。牡蠣殻なども自然物の中に一緒

にあり鳥羽の保育所ならではだと思った。  

 ・ガソリンスタンド、スポンジの踏み切り、ボール入れ、落ち葉のプール、カフェのよう 

なお店屋さんなど先生たちのアイデアが素晴らしく思わず遊びたくなる環境作りだと 

思った。参考にさせてもらいたい。 

・秋の自然物が沢山で子どもたちが思い思いに遊びを楽しんで素敵な姿だった。 

・５歳の遊びは、みんなでチームになって取り組んでいる姿がすごい。 

・自園も自然豊かで海の近くにありよく似ている環境。親御さんの仕事も漁師や海に関係

している方が多いが、魚の展示などしてありいいなと思った。ガソリンスタンドや、ボ

ールの遊びなど子どもが喜びそうで帰ったらしてみたい。 

・廊下も部屋も自然にあふれていた。子どもたちで遊びを見つけ遊びこんでいる印象で素

敵だった。どんぐりでも落ち葉でも身近なものが遊び道具になっている。自然体で素敵

だった。 

・５歳の部屋にすり鉢があり何だろうと思った。保育の中では使わないものでも道具を使

いこなすことで遊びが広がるということを自園に帰って報告したい。またガソリンス

タンドやバスケなど環境を少し変える工夫が子どもの遊びにつながったと聞き自分も

大事にしていきたい。 
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・フォトドキュメンテーションで子どもの様子を伝えるだけでなく、保護者からのメッ 

セージが付箋に書いてあり温かい園だと思った。 また、５歳児の子ども同士の対話が

凄い、これまでの積み重ね、継続した遊びがあるからこその多さだと思った。 

・自然物を使った環境や作品が多くとても素敵。室内外ともコーナーの作り方が上手。 

・各クラス複数担任の声かけなど連携が取れていた。自分が安楽島保育所にいたら毎日が 

 楽しいだろうなと感じた。 

 

５．質疑応答 

 Ｑ：５歳児のノコギリを使っての制作に驚いた。板や長い木などもありノコギリを使うこ 

とで制作の幅が広がりイメージも広がると思った。何か意図がありノコギリを使っ

ているのか。 

 Ａ：昨年、のりや絵の具・ダンボールカッターなど道具を使う経験をたくさんさせてもら

い基本ができていることもあり、遊びの幅が広がると思い使わせている。しかし、使

用する時は場所を決め、左手には手袋をはめるなど約束をしている。道具が使えるか

らこそ遊びの幅やイメージも広がり、アイデアや工夫することへつながっている。 

Ｑ：５歳児の遊びは、話し合いから始まってきたと言うことだがどんな話し合いやきっか

けなどがあったのか。 

Ａ：運動会後に “どんな遊びがしたいか”“小さいクラスに遊んでもらいたいか” と投

げかけた。屋台やお店屋などが出たが話し合いを重ね、お家コーナーと壁面制作で取

り組んだ海つながりで海コーナーにしていった。まずどうしていくかを子どもたち

と話し合い“お家作りには木がいる”となり散歩にでかけ集めた。魚チームは「魚を

作りたい」「魚釣りしたい」と海作りに広がっていった。 

Ｑ：５歳児の遊びの最終目的はあるのか。 

Ａ：七夕の時、子どもたちから小さいクラスにも遊び場を作り遊んでもらいたいと言う思

いがあったがコロナ禍で実現できずそれを叶えたい。自分たちが遊んだあと他のク

ラスの子にも遊んで貰いたいと言う思いがある。でもこのままでは「小さい子たちに

は危ないところもあるよね」と言う投げかけもして最終的には遊んでもらいたい。 

Ｑ：クラスに手紙が貼ってあり異年齢のかかわりや交流はあるのか。 

Ａ：コロナもあり持てていない。感染予防対策として時間差で戸外に出ている。行事も一

緒にしていないが、５歳が計画した遊びをクラスごとに遊ばせてもらうなどはして

いる。 

 Ｑ：どんぐりなどたくさんあったが散歩で子どもたちと拾ってきたのか。 

Ａ：散歩で拾ってきたり休日に子どもたちが家族と拾った物を持ってきたり、職員が拾っ 

てきたりした。それが子どもたちに広がりたくさん集まってきた。 

Ｑ：展示食の棚が素敵。今日の献立が書いてあったが毎日してあるのか。保護者も見る 

ことができるのか。 

Ａ：夏の間以外は、毎日降所時に保護者が見える所へ展示している。遅番の保護者にも見

てもらえるよう場所を移動している。５歳児が三色栄養調べをしている。 

Ｑ：自分の園も海の近くにあるが津波や災害時など避難の仕方や工夫など教えてもらい
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たい。 

Ａ：高台にあり、避難場所にもなっているので津波の時などは安全かと思うが、大雨など

の時はここに来るまでの道が冠水することもあるため、保護者への引き渡し訓練の

必要性を感じている。コロナ禍で実施できていないが状況を見て行いたいと思って

いる。 

Ｑ：給食室で全員分配膳してもらっていると聞いたが量の加減、おかわりなどはどうして

いるのか。鳥羽市全体がそうなのか。 

Ａ：保育所の規模により若干違いはあるが基本、主菜は給食室で配膳してもらい、汁物は

保育室で配膳している。量は個々に合わせ調整する時もある。おかわりはアレルギー

対応もあるので基本的にはない。 

 

６．鳥羽市役所健康福祉課子育て支援室副参事 挨拶 
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年度別開催保育所(園)一覧 
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R4 R5 R6 R7

桑名市公立 7

桑名市私立 19

いなべ市 13

木曽岬町　　　

東員町　　　　

四日市市公立 24

四日市市私立 30

菰野町

朝日町

川越町

鈴鹿市公立 10

鈴鹿市私立 30

亀山市 14

津市公立 25

津市私立 33

松阪市公立 20

松阪市私立 15

多気町

明和町

大台町

伊勢市 28

鳥羽市・志摩市 19

玉城町

度会町

南伊勢町

大紀町

伊賀市公立 14

伊賀市私立 13

名張市 15

尾鷲市 7

熊野市 7

紀北町 7

御浜町

紀宝町

409 5地域 5地域 5地域 5地域

公開保育　開催地域一覧

○

―

○

―

○
松阪
多気

― ○

三泗

伊賀 ○ ― ○

紀州 ○ ― ―

7

伊勢
志摩

○ ○ ―

15

○

―

○

○

15

鈴亀 ○ ○ ―

津 ―

地域 開催輪番区分
保育所（園）数
R4.4.1現在

桑員 ― ― ○

7

○ ○ ○

15

○ ○
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開催年度 開催日 地域 開催園（所）名 開催年度 開催日 地域 開催園（所）名

1 6月21日 桑名市 別館保育所 1 6月18日 伊勢市 大世古保育所

2 6月27日 旧美杉村 八幡保育所 2 6月25日 玉城町 田丸保育所

3 7月3日 旧飯南町 さくら保育園 3 7月3日 旧伊賀町 壬生野保育所

4 7月4日 旧員弁町 中保育園 4 7月12日 津市 高茶屋保育園

5 7月17日 四日市市 みのり保育所 5 7月22日 旧上野市 しろなみ保育所

6 9月18日 旧小俣町 あけぼの保育園 6 7月23日 旧久居市 本郷保育所

7 9月20日 旧南勢町 五ヶ所園 7 9月4日 尾鷲市 第２保育所

8 9月27日 旧関町 関保育所 8 9月18日 松阪市 駅部田保育所

9 9月28日 旧大王町 波切保育所 9 9月30日 川越町 中部保育園

10 10月15日 旧上野市 府中保育園 10 10月9日 東員町 いなべ保育所

11 10月20日 津市 三重保育院 11 10月29日 鈴鹿市 算所保育所

12 10月30日 旧阿山町 阿山保育所 12 10月31日 鳥羽市 菅島保育所

13 11月2日 鳥羽市 船津保育園 13 11月5日 熊野市 神川保育所

14 11月7日 旧久居市 西鷹跡保育所 14 11月12日 旧安濃町 第一保育所

15 11月20日 名張市 昭和保育所 15 11月21日 木曽岬町 北部保育所

16 1月23日 旧楠町 楠南保育園 16 11月19日 旧多気町 相可保育所

17 1月24日 鈴鹿市 岸田保育園 17 11月26日 四日市市 羽津保育所

18 2月1日 紀宝町 成川保育所 18 1月20日 桑名市 あけぼの保育園

19 2月26日 旧勢和村 中央保育所 19 2月20日 名張市 比奈知保育所

20 2月29日 旧海山町 相賀幼稚園 20 3月2日 亀山市 亀山愛児園

21 3月10日 松阪市 若葉保育園 21 3月5日 旧志摩町 和具第２保育所

1 6月19日 鈴鹿市 長沢保育園 1 8月6日 熊野市 木本保育所

2 6月25日 鳥羽市 安楽島保育所 2 9月21日 度会町 棚橋保育所

3 6月30日 四日市市 ローズ幼児園 3 9月22日 旧上野市 依那古保育所

4 7月10日 名張市 西保育所 4 10月21日 旧宮川村 第５保育所

5 7月28日 旧三雲町 三雲保育園 5 10月29日 松阪市 さくら保育所

6 8月28日 旧鵜殿村 鵜殿保育所 6 11月9日 旧河芸町 ゆたか保育園

7 9月22日 津市 片田保育園 7 12月7日 四日市市 神前保育所

8 10月8日 旧青山町 阿保保育所 8 1月28日 鳥羽市 桃取保育所

9 10月20日 旧磯部町 下之郷保育所 9 2月3日 菰野町 朝上保育園

10 10月22日 桑名市 桑陽保育所 10 3月2日 亀山市 第一愛護園

11 10月28日 明和町 ささふえ保育所 1 5月26日 伊勢市 浜郷保育所

12 11月6日 旧紀伊長島町 ひかり保育園 2 6月22日 名張市 赤め保育所

13 11月13日 旧久居市 野村保育園 3 7月15日 旧長島町 長島中部保育園

14 11月22日 松阪市 白鳩保育所 4 9月22日 鈴鹿市 玉垣保育所

15 12月1日 旧二見町 五峰保育園 5 10月14日 尾鷲市 尾鷲第３保育所

16 12月22日 旧大安町 笠間第２保育園 6 10月28日 桑名市 養泉寺保育園

17 1月14日 亀山市 川崎愛児園 7 11月4日 旧大山田村 東保育園

18 1月27日 旧上野市 みどり第２保育園 8 11月10日 旧久居市 ひとみね保育園

19 2月10日 伊勢市 有滝保育園 9 11月25日 津市 立誠保育園

20 3月2日 朝日町 南保育園 10 12月6日 旧浜島町 浜島第１保育所

昭和56年

年度別公開保育開催所（園）一覧

昭和54年

昭和57年

昭和58年

昭和55年
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開催年度 開催日 地域 開催園（所）名 開催年度 開催日 地域 開催園（所）名

1 6月8日 旧飯高町 赤桶保育所 1 6月12日 亀山市 第３愛護園

2 6月20日 旧上野市 みどり保育園 2 6月20日 旧海山町 上里保育園

3 8月1日 御浜町 市木保育所 3 7月4日 旧大宮町 阿曽保育園

4 9月3日 旧紀勢町 柏崎保育所 4 9月13日 名張市 箕曲保育所

5 9月21日 四日市市 かわしま保育園 5 10月17日 旧藤原町 第２保育園

6 10月12日 旧北勢町 阿下喜保育所 6 10月30日 旧飯南町 すみれ保育園

7 10月23日 旧嬉野町 こだま保育所 7 11月1日 津市 白塚愛児園

8 11月4日 旧阿児町 鵜法保育所 8 11月22日 旧島ヶ原村 島ヶ原保育所

9 11月7日 松阪市 大津保育所 9 11月26日 旧一志町 波瀬保育所

10 11月30日 鳥羽市 鳥羽保育所 10 3月11日 伊勢市 みどり保育園

1 7月18日 旧芸濃町 雲林院保育園 1 7月17日 旧上野市 佐那具保育所

2 7月31日 鈴鹿市 白鳩保育園 2 7月29日 尾鷲市 矢の浜保育園

3 8月7日 旧久居市 北部保育園 3 8月3日 旧員弁町 東保育園

4 8月27日 旧南勢町 穂原園 4 8月31日 旧勢和村 丹生保育所

5 9月30日 桑名市 幼成保育園 5 9月24日 旧香良洲町 香良洲保育園

6 10月31日 大台町 三瀬谷北保育所 6 9月30日 四日市市 中央保育園

7 11月11日 旧楠町 楠北保育園 7 10月9日 旧伊賀町 壬生野保育所

8 11月20日 旧大内村 大内村保育所 8 10月16日 旧南島町 南島保育所

9 12月17日 旧阿山町 まるばしら保育所 9 11月9日 旧関町 関保育園

10 1月20日 熊野市 井戸保育園 10 11月12日 鳥羽市 国崎保育所

1 7月6日 津市 橋南保育園 1 7月12日 明和町 なりひら保育所

2 7月12日 旧紀和町 板屋保育所 2 7月18日 鈴鹿市 牧田保育所

3 8月2日 伊勢市 明倫保育所 3 7月26日 木曽岬町 中部保育所

4 8月4日 玉城町 外城田保育所 4 8月1日 桑名市 厚生館保育所

5 9月9日 旧員弁町 笹尾第１保育園 5 9月22日 四日市市 大谷台保育所

6 9月21日 旧河芸町 千里ヶ丘保育園 6 9月28日 旧白山町 家城保育園

7 10月4日 旧志摩町 片田保育園 7 10月3日 旧青山町 上津保育所

8 10月13日 多気町 すみれ保育所 8 10月18日 亀山市 川崎南保育園

9 11月9日 松阪市 第２保育所 9 10月24日 川越町 南部保育所

10 11月17日 名張市 東部保育所 10 11月8日 旧小俣町 ゆりかご園

1 7月12日 旧多度町 多度町保育園 1 7月10日 旧大安町 笠間第２保育園

2 9月13日 旧上野市 ひかり保育園 2 9月5日 旧飯高町 森保育所

3 10月2日 旧紀伊長島町 ひがし保育園 3 9月20日 四日市市 水沢保育園

4 10月12日 旧美杉村 太郎生保育所 4 10月3日 鳥羽市 松尾保育所

5 10月24日 津市 高田保育園 5 10月18日 旧阿山町 ともだ保育所

6 10月31日 度会町 長原保育所 6 10月22日 旧御薗村 御薗第２保育所

7 11月8日 旧久居市 すぎのこ保育園 7 11月3日 朝日町 南保育所

8 11月16日 旧磯部町 渡鹿野保育所 8 11月14日 松阪市 若葉保育園

9 11月22日 熊野市 金山保育所 9 11月15日 旧芸濃町 椋本保育園

10 12月3日 旧宮川村 第２保育所 10 11月29日 尾鷲市 尾鷲第４保育園

平成3年平成2年

昭和63年

昭和59年

昭和61年 昭和62年

平成元年

昭和60年
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開催年度 開催日 地域 開催園（所）名 開催年度 開催日 地域 開催園（所）名

1 7月14日 鈴鹿市 河曲保育園 1 7月16日 四日市市 愛華保育園

2 7月22日 旧三雲町 三雲北保育園 2 8月10日 旧伊賀町 柘植第２保育園

3 10月20日 津市 中央保育園 3 8月31日 旧北勢町 阿下喜保育所

4 10月21日 旧二見町 二見浦保育園 4 10月19日 大台町 川添保育所

5 10月29日 伊勢市 たけのこ保育園 5 10月20日 旧南勢町 穂原園

6 10月30日 名張市 蔵持保育所 6 10月26日 桑名市 城東保育所

7 11月10日 旧飯南町 あおば保育園 7 11月10日 亀山市 和田保育園

8 11月12日 紀宝町 相野谷保育所 8 11月16日 旧上野市 神戸保育所

9 11月13日 旧大王町 第３保育所 9 11月17日 旧長島町 長島中部保育園

10 11月17日 菰野町 朝上保育園 10 11月30日 旧嬉野町 ひかり保育園

1 7月8日 松阪市 駅部田保育所 1 6月29日 尾鷲市 南輪内保育園

2 7月13日 旧河芸町 さくら保育園 2 7月4日 旧関町 加太保育園

3 7月20日 鈴鹿市 ほうりん保育園 3 7月5日 津市 津カトリック保育園

4 7月26日 旧久居市 北口保育園 4 9月12日 旧楠町 南保育園

5 8月3日 熊野市 遊木保育所 5 9月27日 旧青山町 博要保育所

6 10月13日 旧勢和村 波多瀬保育所 6 10月17日 多気町 佐奈保育所

7 10月25日 旧南島町 南島保育所 7 10月24日 旧志摩町 越賀保育所

8 11月2日 旧藤原町 ふじわら保育所 8 11月7日 旧一志町 高野保育所

9 11月16日 旧長島町 矢口浦保育所 9 11月14日 鳥羽市 答志保育所

10 11月30日 旧阿児町 安乗保育所 10 11月22日 四日市市 高花平保育所

1 7月5日 御浜町 阿田和保育園 1 7月16日 旧美里村 美里さつき保育園

2 7月31日 旧香良洲町 香良洲保育園 2 7月23日 松阪市 三郷保育園

3 9月11日 亀山市 神辺保育園 3 10月1日 旧大山田村 西保育園

4 9月25日 名張市 大屋戸保育園 4 10月2日 旧安濃町 第１保育園

5 10月15日 旧磯部町 ひのでが丘保育所 5 10月21日 東員町 笹尾第１保育所

6 10月24日 明和町 みどり保育所 6 10月22日 鈴鹿市 かみの保育園

7 10月25日 桑名市 山崎乳児保育所 7 10月23日 旧宮川村 宮川保育所

8 10月29日 旧上野市 三田保育園 8 11月5日 旧大宮町 滝原保育園

9 11月6日 伊勢市 さくらぎ保育所 9 11月11日 旧紀勢町 錦保育所

10 11月7日 旧員弁町 東保育園 10 11月20日 四日市市 フジ保育園

1 7月1日 津市 高茶屋保育園 1 7月2日 旧久居市 西鷹跡保育所

2 7月30日 玉城町 有田保育所 2 7月6日 旧白山町 川口保育園

3 9月24日 木曽岬町 南部保育園 3 8月3日 旧鵜殿村 鵜殿保育所

4 10月20日 旧飯高町 川俣保育所 4 10月6日 旧小俣町 あけぼの保育園

5 10月23日 熊野市 五郷保育所 5 10月7日 旧上野市 猪田保育園

1 10月23日 桑名市 城東保育所 1 8月2日 伊勢市 大湊保育園

2 11月7日 鳥羽市 相差保育所 2 10月3日 旧南勢町 相生保育園

3 9月21日 四日市市 あがた保育園 3 10月16日 名張市 西田原保育所

4 10月26日 旧飯南町 ひまわり保育園 4 11月7日 旧阿山町 たまたき保育所

5 11月16日 川越町 ひばり保育園

平成12年

平成11年

平成8年 平成9年

平成5年

平成7年平成6年

平成10年

平成4年

平成13年
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開催年度 開催日 地域 開催園（所）名 開催年度 開催日 地域 開催園（所）名

1 10月3日 鳥羽市 池上保育所 1 7月10日 熊野市 あすか保育園

2 10月10日 旧上野市 曙保育園 2 10月28日 松阪市 松阪仏教愛護園

3 10月30日 四日市市 いずみ保育園 3 10月30日 伊勢市 明倫保育所

4 11月7日 津市 三重保育院 4 11月7日 名張市 薦原保育所

5 11月14日 紀北町 ふらここ保育園 5 11月14日 鈴鹿市 白子保育所

1 10月28日 桑名市 桑陽保育所 1 6月24日 御浜町 志原保育所

2 11月2日 尾鷲市 尾鷲第１保育園 2 10月20日 鳥羽市 かがみうら保育所

3 11月9日 旧芸濃町 芸濃保育園 3 11月1日 津市 立誠保育園

4 1月19日 旧阿児町 立神保育所 4 11月17日 四日市市 海蔵保育園

5 11月22日 伊賀市 島ヶ原保育所

1 6月30日 熊野市 五郷保育所 1 7月20日 木曽岬町 中部保育園

2 11月8日 伊勢市 東大淀保育園 2 10月17日 度会町 中之郷保育所

3 11月10日 松阪市 大河内保育園 3 10月25日 亀山市 昼生保育園

4 11月14日 鈴鹿市 竹野の森こども園 4 11月2日 伊賀市 大山田西保育園

5 11月22日 名張市 錦生保育所 5 11月16日 尾鷲市 尾鷲第２保育園

6 11月30日 津市 大里保育園

1 6月26日 桑名市 山崎乳児保育所 1 9月10日 伊賀市 猪田保育所

2 10月22日 松阪市 第二保育園 2 10月28日 鈴鹿市 第二長太の浦保育園

3 10月29日 志摩市 船越保育所 3 10月29日 伊勢市 御薗第一保育園

4 11月6日 四日市市 日永保育園 4 11月5日 津市 みらいの森ゆたか園

5 11月7日 鈴鹿市 深伊沢保育所 5 12月2日 菰野町 菰野西保育園

6 11月20日 津市 安濃保育園 6 2月10日 松阪市 みどり保育園

1 10月27日 大台町 三瀬谷保育園 1 7月29日 松阪市 松阪東保育園

2 10月28日 玉城町 下外城田保育所 2 10月26日 津市 津愛児園

3 11月2日 名張市 滝之原保育所 3 10月27日 鳥羽市 あおぞら保育所

4 11月25日 津市 こべき保育所 4 11月11日 桑名市 大山田北保育園

5 11月26日 亀山市 野登ルンビニ園 5 11月15日 伊賀市 ゆめが丘保育所

6 開催中止 紀宝町 飯盛保育所

1 6月19日 伊勢市 村松保育園 1 6月14日 名張市 富貴の森保育園

2 6月28日 いなべ市 山郷保育所 2 10月17日 大紀町 ななほ保育園

3 10月19日 伊賀市 みどり保育園 3 11月8日 尾鷲市 尾鷲第三保育園

4 10月24日 熊野市 金山保育所 4 11月12日 東員町 笹尾第二保育園

5 10月26日 四日市市 浜田保育園 5 11月14日 鈴鹿市 河曲保育所

6 11月8日 松阪市 つくし保育園 6 11月29日 四日市市 日永中央保育園

1 7月31日 津市 雲出保育園 1 6月18日 桑名市 長寿保育園

2 10月22日 伊賀市 さくら保育園 2 6月24日 四日市市 三重愛育保育園

3 10月29日 桑名市 長島中部保育所 3 7月3日 紀宝町 井田保育所

4 10月30日 鈴鹿市 あかつき保育園 4 7月15日 松阪市 西保育園

5 1月23日 川越町 北部保育所 5 10月1日 亀山市 なのはな保育園

6 10月7日 多気町 勢和保育園

7 11月17日 津市 志登茂保育園

平成26年

平成25年

平成20年

平成17年

平成23年

平成18年
平成19年

平成14年

平成16年

平成15年

平成24年

平成21年

平成27年

平成22年

50



開催年度 開催日 地域 開催園（所）名 開催年度 開催日 地域 開催園（所）名

1 8月23日 いなべ市 笠間保育園 1 10月13日 朝日町 あさひ園

2 11月10日 志摩市 志摩保育所 2 10月25日 明和町 みょうじょうこども園

3 11月18日 津市 高野保育園 3 11月2日 伊勢市 しごうこども園

4 11月22日 四日市市 富洲原保育園 4 11月22日 鈴鹿市 いそやま保育園

5 11月25日 鈴鹿市 牧田保育所 5 11月28日 伊賀市 睦保育園

6 11月29日 津市 杜の街ゆたか園

1 10月24日 松阪市 三雲南保育園 1 7月26日 四日市市 にじのはな保育園

2 10月30日 南伊勢町 さくら保育園 2 11月6日 伊賀市 しろなみ保育所

3 11月7日 名張市 みはた虹の丘保育園 3 11月13日 いなべ市 三里保育園

4 11月9日 津市 野村保育園 4 11月14日 度会町 長原保育所

5 11月15日 亀山市 みなみ保育園 5 12月6日 津市 ぼだいじこども園

1 11月5日 津市 千里ヶ丘保育園 1 開催中止 鈴鹿市 みそら保育園

2 11月13日 木曽岬町 木曽岬こども園 2 11月5日 津市 第二はなこま保育園

3 開催中止 鈴鹿市 神戸保育所 3 11月16日 伊賀市 友生保育園

4 開催中止 四日市市 坂部保育園 4 12月15日 玉城町 田丸保育所

5 2月5日 大台町 日進保育園 5 開催中止 松阪市 神戸保育園

1 8月25日 紀北町 ふらここ保育園

2 10月27日 菰野町 鵜川原保育園

3 11月2日 名張市 赤目保育所

4 11月8日 鈴鹿市 玉垣保育所

5 11月18日 鳥羽市 安楽島保育所

令和3年

平成29年

令和4年

令和2年

令和元年平成30年

平成28年
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社会福祉法人 三重県社会福祉協議会 

福祉研修人材部 福祉育成支援課 

問合せ先：059-213-0533 

本冊子に掲載の様式は本会ホームページから取得できます。 

資料ダウンロードのページをご確認ください。 

https://www.miewel-1.com/ 


